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な
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、
初
抑
制
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御
川
般
的
機
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紛
で

淡
水
火
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行
わ
れ
ま
し
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。

北
す
級
制
叩
水
彩
叫
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川
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イ
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で
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中
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川
闘
に
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滋
と

す
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と
か
い
り
、
判
川
氏
的
飲

水
m
山
総
川
聞
を
は
k
的
、
子

災
病
的
内
附
化
‘
さ
ら
に
は

第
一
機
坊
の
排
本
総
力
を

ゑ
か
し
‘
子
山
H
協
の
ム
川
本

に
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役
立
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と
い
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も
の
。
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一
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惜
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に
若
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事
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円
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け
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め
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ま
し

た
G
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内
排
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兼
用
ポ
ン
プ

5
基
一
な
ど
、
強
力
な
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内
誹

本
総
設
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強
磁
さ
れ
て
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が
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滋
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つ
の
ヴ
ろ
う
め
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緩
内
バ
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ス
，
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抗
A
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、
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銭
円
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パ
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き
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検
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縫
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を
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滋
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ら
れ
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よ
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寺
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ま
し
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で
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初
、
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懸
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光
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ど
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ス
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蛸
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猟
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る
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で
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っ
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ー
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隣
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数
絞
め
ま
椴
吹
い
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吋
い
い
問
問
、
す
ゐ
察
蝋
絞
殺
で
は
ベ
依
然
的
幻
不
十
分
ο

山
間
帥
問
機
内
的
械
の
め
剣
在

日
円
、
去
、
実
し
た
こ
と
も
確
か
む
た
と
、
え
は
、
子
出
陣
帥
問
、
中
旬
、
J

タ
ze
で
絞
っ
て
い
る
成
人
よ
る
侵
略
胤
月
ょ
う
会
恥
し
い
〉
会
ち
て
寺
中
ご
絞
ら
山
崎
ん
引
か
あ
り
、
大
知
に
と
て
出
閉
す
た
め
、
川
和
的
8
け
い
い
炎
ぬ
し
た

仲
で
防
接
種
阜
、
育
児
…
開
誌
の
磁
一
教
は
以
前
よ
祭
琴
1
ど
ス
は
、
止
の
4
つ
の
桟
か
ま
し
た
u

会
員
は
市
内
会
札
か
り
集
ま
い
る

wyeと
し
て
吋
柿
階
級
い
を
挙
げ
た
的
か
、
川
間
接
市
場
い
阿
川
制
僚
で
す
、

4

り

も

増

加

a

母
親
学
問
棋
の
実
習
も
多
〈
ら
な
っ
て
い
ま
す
白
っ
た
却
人
。
毎
月
第
2

・4
M
け
球
目
的
人
が
幻
6
4
%
で
ト
γ
ブ
た
ま
た
帥
階
級
然
帥
俄
滋
誌
は
、
総
般
に
つ
い
て
広

午
後
、
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
仰
内
線
開
制
管
擦
に
い
叫
す
る
問
問
心
液
で
は
、

mw
，
1

〈
勉
強
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
め

H
T喝

の
指
導
の
も
と
、
仲
間
門
同
士
で
裂
し
く
%
の
人
が
何
時
心
か
あ
る
」
と
答
え
て
今
後
、
保
健
勺
ン
タ
!
と
均
域
内
パ
イ

健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
守
ィ
い
ま
す
c

こ
の
中
て
ぺ
緩
い
間
同
心
一
が
あ
ブ
役
に
主
っ
て
、
中
市
民
的
帥
崎
山
ハ
つ
〈
り

@
簡
が
ん
樟
診
と
蝿
人
ガ
ン
検
診
同
地
t

る
」
と
円
台
、
え
た
人
は
、
年
鈴
が
上
か
る
を
進
め
て
い
き
ま
す
昨
年
1
年
間
聞
は
、

人
ぃ
刀
ン
検
訟
は
部
歳
以
上
で
、
一
語
毛
に
つ
れ
て
γ
ソ
、
、
な
っ
て
い
ま
す
関
心

d
Z地
空
う
る
ニ
と
"
を
喜
'

に
、
血
任
制
定
を
紅
凶
行
い
、
成
人
捕

予
防
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
」
今
年

は
実
際
活
動
に
入
る
準
備
と
し
て
‘
母

親
学
級
、
育
児
制
法
、

1
w出
6
か
月
間
比

健
康
訟
覚
的
存
事
裁
を
見
学
し
、
ぶ
ち

ゃ
ん
や
育
児
凶
に
つ
い
て
の
別
相
続
を
涼

め
て
い
る
と
も

、

1
6
月
、
後
出
掛
9
1
日
月
に
c

胃
庁
ン
的
潟
さ
は
、
そ
の
ま
ま
縫
放
へ
の
不
安

検
診
は
却
歳
以
上
で
、

3
月
中
旬
か
ら
の
表
れ
と
も
い
え
ま
し
ょ
三
「
最
近

4
月
上
旬
に
か
け
て
符
わ
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
体
的
議
子
炉
惑
い
L

「車一怯

い
ま
や
庁
ン
β
脳
卒
中
を
抜
い
て
苑
淡
が
気

ι主
る
い
と
い
ヲ
カ
誌
、
ぜ
か
同
時

的
ト
y

ブ
。
年
1
m閣
の
チ
ぷ
ゾ
タ
は
、
後
セ
ン
タ
i
ま
で
阻
止
を
淫
y
A
で
く
だ
さ

ぜ
り
と
も
行
い
た
い
も
の
で
TG

い
。
セ
ン
タ
ー
は
島
な
た
の
鐙
脱
税
の
パ

。
地
問
燦
摘
級
機
時
一
行
っ
て
い
ま
す
。
;
ト
ナ
;
、
い
品
目
慌
に
双
つ
こ
と
し
が
必
ず

柑
ン
タ
ー
は
は
隊
総
燃
の
ほ
か
、
権
料
あ
り
ま
す
。
気
銭
円
い
お
液
ち
絞
り
〈
だ

械
部
々
な
き
い
u

キ
保
健
で
ン
タ
ー
の
業
拐
内
容
を
総
介

し
た
、
保
健
μ

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
か

市
役
所
‘
各
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
L

ょ
っ

く
り

2
年
闘
を
迎
え
た
様

セ
ン
タ
i

い
き
い
き
健
康
で
義
ら
し
て
い
ま
苛
ガ
守
寒
波
な
生
還
の
釜
盤
叫
跡
、
な
ん
と
い
っ
て
も
N
線
機
H
の

こ
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
袋
縫
一
セ
ン
タ

i
で
す
。
一
部

6
ゃ
ん
か
ら
お
年
綴
り
ゅ
献
で
、

み
ん
な
の
健
康
を
願
っ
て
、
保
健
セ
ン
タ

i
は
2
年
包
を
滋
え
ま
し
た
。
合
同
出
は
、
セ
ン
タ
ー
の
綴
々

な
活
動
の
ゆ
で
、
特
に
充
実
さ
れ
定
成
人
保
健
サ

i
ピ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
法
す
。
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脇
陣
終
セ
ン
タ
;
で
は
す
こ
や
か
主
み
ち
ゃ

λ
、
お
母
さ
ん
を
掬
っ
て
、

様
々
な
協
同
会
を
民
地
じ
て
ア

γ
パ
イ
ス
や
縫
編
成
録
公
立
を
4H
っ
て
い
ま
す
』
品
同

級
学
級
、
蜘
開
削
見
知
材
料
、

i
品
問
、
わ
か
向
け
た
楠
抑
制
机
品
川
伸
宏
、
家
一
地
諮
問
問
な
と
惚
け

ト崎将
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叫
ワ
内
広
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山
州
事
を
山
行
え
た
後
"
2時
町
内

3
時
間
問
主

白山ポ
J

フ
織
法
大
会
が
持
み
勺
ち
り
訓
純
寸
る
も
の
で
、
「
年
十
件
札

卒
後
丸
山
羽
山
平
港
内
で
後
さ
の
け
川
神
-
と
は
い
え
、
そ
の
一
時
祭
り
よ

れ
、
風
雨
の
な
か
持
川
引
の
ヲ
は
特

hmに
偵
し
ま
す

成
闘
拡
を
設
い
九
日
い
ま
し
た
お
一
結
れ
崎
、
小
引
の
部
で
は
箭
2
分
冷

叫
問
件
問
問
山
廷
は
こ
の
討
の
(
栄
、
好
佐
木
}
が
3
必
謝
料
、
山
口
ぬ

た
め
に
、

H
V
と
ω
け
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ど
総
伝
的
郊
で
は
紡
川
…
分
間
〈
前
段
v
か
立

か
句
練
剣
山
開
始
、
絞
校
後
山
判
影
浜
と
し
ま
し
た
な
お
小
中
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削
仰
で
川
川
勝
L
K
m
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叶
ま

7
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U
こ
v
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れ
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支
叫
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出
場
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土
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消
防
凶
は
現
抗
、
幻

的
分
団
に
あ
わ
せ
て
2

5
4
れ
か
属
し
て
い
ま

十
“
市
の
消
防
位
向
に
は

帰
れ
削
除
討
し
か
い
ず
、

し
か
も
交
狩
幼
時
間
的
た

め
‘
そ
的
中
吋
し
か
動

け
ま
J

甘
ん
"
よ
め
た
め

消
防
ぬ
へ
的
依
骨
け
は
強
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も
内
が
あ
り
辛
す
K

舗
拠
員
窃
品
明
日
窃

録的問

グ
部
麓
者
d

が
目
立
ち
ま
す

はおj高防臨ポンプ操法大会z

み
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遊
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頭
脳
明

射
訓
連
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車
場
、
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3
吋

d'明日
押

ι
宵
釦

滋
ホ
宗
明

日
間
一
、
国
間
関

bHN
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ふ
例
以

鍛
明
郎
総
刷
用
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一
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5
5
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m
m
で
販
売

ま
た
、
道
路
に
ド
甘
く
停
が
た
本
的
校

は
、
明
り
品
す
よ
う
お
時
間
い
い
た
し
ま

f
 み
ん
な
の
道
路
、
片
山
く
、
美

し
く
、
安
全
に
U

広
報
あ
び
こ
の
縮
刷
版
Z
(午ワ

点
}
が
交
或
し
ま
し
た
悶

こ
れ
は
綴
初
却
年
波
か
ら
叫
年

後
ま
で
の
5
ヶ
年
八
百
を
ま
と
め
た

毎
日
滋
る
一
点
、

'A仲
村
よ
〈
t
f

い
て
い

ま
す
か
叫
気
持
ち
よ
〈
運
転

L
て
い
ま

す
か
匂日
向
を
ゆ
く
と
、
漁
法
知
事
、
引
拾
に

よ
く
山
山
介
い
ま
す
e

ま
た
、
宇
滋
的
上

い
い
胤
同
日
刷
を
除
外
し
て
快
必
し
た
り
す

る
約
も
%
か
け
念
?
"

総
ね
か
Y

ヤ
制
限
で
為
る
ば
か
り
か
、

f

ど

ι淡
に
と
勺
て
は
.
出
引
車
約
半
に
よ

勺
ご
山
間
制
作
が
絞
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

k
ド
な
こ

:
占
:

l
r
u
o
 

t
〆道
特
刊
の
ぷ
悼
魔
者
'
を
つ
〈
ら
な
い

よ
う
心
が
け
た
い
も
約

て
す
も

グ
わ
が
郷
土
d

我
議
予
告
知
ろ
う

〈
上
)
第

Z
骨
悶
凶
〈
下
)
繁
ぶ
骨
間
関

句、
丸-

戸旬'

'-

第

5
毘

市

民

講

鹿

生

募

集

れ

せ
ん
か
Q

議
以
上
丹
市
民
い
い
際
ワ
ま
す
(
応
募
者

V
募
集
入
車
岡
山
山
名
。
京
市
内
心
仕
校
何
回
多
数
的
場
合
は
抽
選
)
】
な
お
、
す
で
あ

に
公
民
館
講
座
を
受
講
し
た
十
々
は
ご
遠

感
〈
ど
さ
い
ε

こ

V
凧
且
諮
問
品
鳩
山
判
表
わ
い
ず
れ
も
本
球

日
守
創
的
時
か
ら
亙
午
ま
で
ら
た
ど
し
び

市
内
め
ぐ
り
は
午
淡
い
即
時
か
均
(
午
後
4

指
叩

瞳

知
っ
て
い
る
よ
ヲ
で
知
い
り
な
い
ぬ
持

f
め
総
皮
切
出
惜
し
い
仲
間
削
と
時
十
出
向
し
ま

水
道
選
開
作
品
展

v お

石
川
彼
崩
く
ん
〈
放
水
小
)
ら
に
特
別
賞

本
線
幼
尚
川

y
o
/
1
1
6
/

7
)
に
ち
な
ん
で
、
市
内
小
マ

取
を
U

川
和
郡
山
い
ポ
ス
タ
ー
作
品
問
肢

が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
9
0
1
点
で
、

こ
の
う
ち
目
白
が
入
選
L
司
6

H
H
2
目
、
水
中
胤
雨
時
で
表
幹
式
か

行
わ
れ
ま
し
た
r

、れ千人ワ々ノ
磯山川載車

司
問
可
抗
日
E
z
 

箭
内
減
対

税
制
抑
伐
に
は
u
h
川
滅
的
山
〈
ん

小
ら
年
、
市
絞
殺
一
、
小
川
久
笑
ず
さ

ん
一
総
本
小
G
部
‘
議
長
伐
)
、
小
限

お
く
λ
「
罰
則
同
小
2
年
、
教
育
長

a-

一
段
浴
枝
子
さ
ん
(
第
凶
小
五
年
、
水
道

宇
業
休
日
還
者
廿
H
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
台

な
お
入
選
作
山
川
市
は
ん
上
向
コ
ン
ク

i
ん
へ
お
ぷ
与
れ
ま
す

相
マ
凧
凡
噛
岬
摘
欄
一
朗
中
央
公
民
総

w
v
申
し
ゐ
み
管
制
恥
ゅ
は
後
八
カ
々
に
住

所
、
民
お
、
性
副
判
、
年
齢
、
滋
ヰ
拍
鴨
神
ち

を
F

記
入
し
て
司

6
月
出
品
目
(
本
、
消
印

省
効
〕
ま
で
に
技
孫
子
新
田
羽
吋
我
孫

4
j
上
山
中
央
公
民
鯨
市
災
議
出
時
九
出
i

へ

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公
代
飴

官
「

m
M
~
n
V
5
1
5

!臨
ん私選

日
本
脳
炎
内
予
防
線
純
白
WA6持、

7
け
の

2
か
円
、
次
的
係
機
時
間
州
問
で

柄
引
判
じ
汁
い
ま
す
号

ぷ
ム
対
寸
る
幼
児
は
w
m
m
精
機
州
問
に
申

込
書
が
周
志
し
で
あ
り
ま
す
E

母
f

T
桜
と
印
鑑
を
一
作
巻
町
↓
F
J
e
h

痘
接

関機療陸、叫a'行固そ種接防予

申
し
込
ん
で
く
だ
古
い
お

V
緩
議
す
る
幼
児
第
1
蜘
州
議
訟
の

湖
付
史
認
か
ら
5
滅
的
誕
朱
口
M

的
ム
加
盟
ま

で
め
級
定

策
室
鍛
昭
和
田
年
に

1
m特
了
し

た
幼
児
で
4
患
の
誕
生
白
か
ら
6
哉
の

場
時
念
特
約
的
桝
お
ま
で
の
幼
児

議
ゆ
蹴
成
当
殺
M

以
外
的
人
は
、
協
定
外
で
す

の
ぞ
お
粍
に
な
リ
ま
す
。
ご
了
承
く
た

さ
い
。
曹
問
問
い
合
わ
せ
削
除
鍵
セ
ン
タ
ー

官
(
前
一

1
1
3
i

終
的
下
一
弘
餅
的
初
期
制
絞
め
M

叫γ
しい凡か

S
料
月
刊
剖
材
、
あ
仲
間
8
1
5
0
0
山
川
光
で
行

ニ
れ
は
線
総
長
約
絞
さ
ん
別
人
的
総

j

川
口
枕
航
行
に
よ
る
事
援
で
、
両
日
間
は
9

ヘ
ク
夕
、
!

u

品
、
ぬ
9
0
0
人
が
い
抗
日

ず
る
予
定
で
す
。

事
ま
で
は
お
わ
せ
て
、
幹
線
排
本

路
内
啓
借
掃
を
ね
?
た
め
‘
大
山
山
町
た

U
に
協
ま
さ
れ
て
き
た
・
不
安
め
解
消

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
、
と
抽
時
1
E
?

は
州
問
仙
げ
し
て
い
ま
す
ら

ト
や
絞
相
同
い
出
仏
村
山
山
同
地
山
内
線
級
川
例
年

長
芸
能
や
コ
ン
サ
i
ト
な
ど
一
一
M
M
U
J
U

引
け
リ
ド

〆
サ
|
十
一
ァ
時
〉
ホ
胎
料
開
ド
ウ
ォ

6
閥

均

叩

岡

市

民

会

滋

で

、

ル
ザ

l
ク
作
山
間
交
秘
山
山
務
9
添

新

澄

山
知
せ
は
今
和
ゃ
か
ら
6
n
M
M
H口
を
、
ふ
ニ
来
鳴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
4

弊

よ

り

L

*
指
附
押
林
U
町
人
*
読

み
ち
と
ま
設
し
、
目
見
つ
め
前
田
す
吋
沼
市
M
A
V
臼
時

co
月
却
臼
(
ふ
ム
)
午
後
4
時
か
お
骨
恰
交
蒋
柴
凶
と
我
孫
子
市
民
フ
ィ

向
日
L

と
定
め
ま
し
た
守
家
島
部
地
域
り
8
時
ま
で
(
市
民
会
館
ホ
;
凡
)
凡
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弘
来
匝
に
よ
る
合
同
開

で
は
我
孫
子
市
民
会
総
を
会
場
に
止
め
マ
内
容
・
記
念
式
典

(
4
時
J

・
髭
才
;
ケ
ス
ト
ラ

通
り
、
記
念
行
事
が
一
打
わ
れ
ま
す
訟
俗
芸
能
大
会

(
4時
部
一
世
}
*
行
油
開
緩

v
mい
合
わ
せ
束
務
儲
支
ヴ
総
務
談

入
場
は
無
料
。
当
詰
‘
党
議
1
0
0
0

子
〈
市
川
市
v
*
万
障
問
削
り
〈
総
一
戸
翁
v
内
川
県
市
川
町
内
日
東
関
飾
地
城
山
火
山
…
ト
付
添
HR

名
般
に
て
記
怠
口
聞
を
蒸
し
上
げ
ま
す
。
主
つ
パ
カ
鰐
子
様
〈
眠
町
民
高
ν
*
総
会
君
。
4
7
3
m
U引
M
2
1
1
1

。水害の解消砂にも
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島
な
た

訟
は
そ
ん
な
に
生
き
ら
れ
な
い

l
ー
な

ど
と
問
自
民
年
金
に
知
人
的
手
紙
き
れ
て
し

て
い
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

農
林
禍
業
、
殺
一
ム
談
、
サ
ー
ピ
ス
業

な
ど
の
約
判
官
滅
的
方
や
サ
ラ
リ

i
マ
ン

で
あ
っ
て
も
、
勝
佐
川
年
金
な
ど
に
級
入

し
て
い
な
い
方
は
、
同
国
民
年
金
へ
の
納

入
が
綴
凝
っ
け
ら
れ
て
い
ま
す
c

議
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
い
は
、
制

裁
ま
で
の
減
に
愛
畿
で
も
お
年
問
、
保

険
料
を
約
め
な
け
れ
ば
M
な
り
ま
せ
ん
句

伺
頼
り
に
な
る
溺
災
学
会

付気掛

、
な
い
方
が
与
の
出
揃

探
検
科
を
紬
腕
め
色

K
H言
含

附

問

を

お

た

す

た

め

に

は

、

す

ぐ

加

入

や

も

内

閣

刊

附

出

刈

ふ

芋

'
d鉱
山
色
際
n

w

た

だ

し

奄

将

来

A
X
け
る
年
金
総
は
ぬ

ら
れ
な
い
方
:
・

9
B
H
A
4
泌
さ

続
き
を
し
て
、
結
歳
以
支
え
て
的

4

{

l

1

l

ー
i

悼
怖
を
受
け
た
州
諸
存
、
後
後
料
金
約

期
間
聞
に
つ
い
て
即
時
品
開
絡
を
仙
納
め
る
必
四
世
間
民
年
金
時
中
期
然
総
入
品
闘
で
、
家
計
保
険
料
を
約
め
ら
れ
な
い
山
々
は
弔

7

め
た
場
合
同
3
分
的
ー
と
し
て
針
弊
さ

が
あ
り
ま
す
。
が
苦
し
く
て
保
険
料
受
納
め
る
ニ
ど
が
対
抗
認
ま
で
に
阪
総
年
余
緩
和
念
係
に
れ
ま
す
c

免
除
台
後
け
た
期
限
措
生
活

い
ま
あ
な
た
は
将
来
、
感
分
の
年
金
で
き
な
い
方
は
、
申
減
し
て
総
決
粍
の
免
除
地
丹
市
楠
酬
を
し
て
く
M
き
い
。
こ
の
に
ぬ
仰
と
り
が
で
事
た
と
き
に
、
日
年
前

が
も
ら
え
る
か
と
う
か
の
故
田
聞
に
立
っ
納
付
時
免
除
怖
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
申
綴
が
総
め
ら
れ
る
と
、
こ
と
し
4
H
A

ま
で
さ
か
め
ば
コ
て
、
お
時
的
保
険
料

て
い
る
と
い
え
ま
す

b

?

の

分

か

ら

潟

水

部

3
H月
分
ま
で
の
伊
前
科
い
か
で
約
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぷ
淡
は
滋
で
も
年
を
と
り
ま
す
し
‘
獄
後
料
を
絞
め
な
か
っ
た
り
、
免
除
免
除
き
れ
ま
て
保
険
料
や
主
総
め
ま
ま
に
し
な
い
よ

隠
れ
ぬ
鴇
気
や
今
ず
で
滋
害
者
に
な
ら
令
A
X
け
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
ま
た
、
世
話
扶
助
や
簿
袋
年
金
通
機
っ
、
ニ
的
存
終
主
総
地
止
を
ど
約
機
く
だ

な
い
と
も
双
り
ま
せ
ん
。
ニ
勺
全
F

な
来
的
基
齢
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
万
…
的
湯
川
桶
枇
年
金
、
母
そ
総
後
年
会
み
そ
必
γw
け
さ
い
。

と
き
の
た
め
に
‘
あ
な
た
向
付
身
内
準
備
事
故
同
時
で
も
略
的
警
平
会
や
総
子
部
て
い
る
方
は
寸
法
定
処
臨
時
い
と
い
咋
て
マ
問
い
合
わ
せ
同
州
昨
年
余
絡

を
今
す
〈
し
て
お
き
ま
し
ょ
え
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
タ
り
ま
す
ω

怒
り
出
る
だ
け
で
傑
併
科
が
免
掛
禅
寺
れ

頭毅縫市のpレ、
E

つ
，，、、

「S
F
弘
と
聞
く
と
後
胸
部
科
学
小
説
公
開
民
館
や
青
年
総
な
ど
m
町
会
場
い
い
緩
め
が
遊
間
刑
さ
れ
ま
す
が
、
州
制
問
や
会
鳴
も

を

逮

怨

す

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

こ

ま

す

り

ど

に

よ

η瀦
瑚
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

の
名
紘
は
絞
絞
ぬ
後
崩
余
円
頭
文
字
を
次
に
ム
耳
鳴
を
州
閉
め
き
れ
九
巧
み
な
話
め
で
句
設
殺
が
N
W
獲
で
す
c

と
っ
た
も
め
で
:
縦
四
胤
湘
同
法
」
と
も
呼
出
削
合
同
剤
い
な
が
ら
史
料
m
聞
や
臼
用
品
を
ま
た
、
輸
併
殺
が
鮫
糊
期
間
同
に
会
場
や
名

ば
れ
て
い
ま
す
。
い
燃
料
ま
た
は
タ
高
仲
間
で
号
、
治
資
称
念
品
獄
、
え
る
た
め
‘
芝
、
耳
石
開
、
ア

「削叩
1
川
2

ク
出
汚
」
と
か
ぶ
F

ィ
殺
を
川
憾
の
則
臨
四
眠
状
態
に
し
ま
す
a

フ
タ
i
サ
i
v互
の
要
求
が
期
制
緩
な
冷

ウ
ン
3
1
紛

m
R
一
な
ど
と
う
ど
っ
た
窃
ら
に
塙
合
い
を
見
計
ら
い
、
一
比
叡
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

チ
ラ
ン
や
口
コ
ミ
で
治
資
容
を
淡
い
、
な
お
断
を
失
っ
た
消
波
哲
に
必
然
市
山
内
な
か
に
は
、
一
人
諮
ら
し
め
お
ば
あ

時
挫
淡
食
品
、
健
康
山
御
礼
な
ど
の
潟
制
組
織
ち
ゃ
ん
が
、
会
場
に
い
ゐ
と
織
し
い
か

口
聞
を
祭
念
巡
り
?
ち

に
山
貝
わ
ゆ
u

て

し

キ

フ

¥

ー

!

J
ノ

ー

矛

¥

の

で

?

三

持

、

へ

日

一

宮

は

/
λ
5
r
ι

、

九
無
料
?
ょ
っ
句
、
い
N
Pザ
バ
(

家

に

品

川

っ

て

冷

綴

に

一

言

同

会

ー

υ
ぺ
勺
〆

ヘ

f
v
象
祉
を
一
一
一
堂
ス

/

d

m
可

p

h

F

J

f

1

1

2

戸

告

4
t
g
L
「

t
u
勧
お

f

γ
ド

↓

寸

i
ド

υ
γ
¥

相
川
紘
一
に
み
え
る
と
い

J

そ

し

て

電

JvpL一
J
J
M
l
/

4
3くな
へ

議

長

ソ

…

量

三

一

日

「

、

ζ
い

ま

手

。

〉

あ

俸

制

四

%

雲

南

」

一

ぷ

1
f

S
F
蕊
法
的
場
台
、

f

如

意

と

ん

が

丸

¥

応

jefe-r

言
と
し
て
グ

ι
町

村

ゅ

ん

と

寸

i

f

拘

げ

¥

?

t

φ

J

V

絞

っ

た

の

同

V
X
J
、イ
U
J
/

リ

グ

オ

ヴ

ズ

妻

(
m
L什
u
d
~
y
f

件
の
も
い
ら
仇
搬
…
糸
伶
バ

4

4

1

4

解
約
か
玉
為
市
品
〉

J
i
i

U

5

1

一
号

A

A

 

r

、U
仇
吋

r
3

均?，.

タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い

l
S
F
商
法

i

⑩ 

高
民
の
溢
か
い
心
に
支
え
ら
れ

向受純子さん(下ヶ

~手をつなぐ畿の会会長一

我

柑

綿

子

の

野

鳥

@
9
J
 

F
h
 

悔
や
間
約
時
学
に
な
り
ま
し
た
L

干

S
F
小
川
悦
が
絞
殺
の
心
を
山
引
き
つ
け
と
し
は
例
年
よ
り
多
雨
と
い
う
子
制
慌

て
し
ヰ
ワ
よ
う
に
、

S
F
滋
法
も
浪
費
が
似
て
い
ま
す
が

翁
内
心
織
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主主絞殺でも、絞め~告3誌の入でも

気事事に主義理究者雪道路しのことこ1:1できる

会tJ発足し霊長し主主。

T>B持活間約Uk襲撃後1持

から3筒Eまr:
験場所 C1J央公隊総

炉質問 王手話話機ωむ
ー炉問い合わせ W2ド倍8243408

惨事事室露入量建 太宅手議事長辞く毒苦手主主弘

文学卒 宝章太選手〈軍事130お〉

惨受霊童重要守番 線総泌総ヰ符2位以
選!とさEまれだ雲母子<:'をド際事議後手吉

@寝中見襲警はがきを発揮哲

さきll''t，6月15Eヨから奪還中関総1<1:

1:1きを3種重量発売してい絞殺。

郵便笥まだは童話信長段階綴島安否務所

でお求めくださe'. 

@簡易保険・郵使年金作文コンク

-1(" 

*テーマ ①潔霊童〈露毒薬害綴定義・童話

霊童年金に察係あるもの〉老妻ElEお霊霊
事応募策徳小学校 5.6繁栄基準&::

ひと字学生

*緩めt君り 6F弓30B
@童書筆書課軽量，郵便ま手議容疑コンク

-}(.， 

本テーマ 学後マ公躍事者警の総務総

致、郵便年金資金でつくられ正空機

附ふ 16(4) 

[語嘉手ガスからのお知らな|
6F寺6臼より恨戸グリーン少ウ

ン閉じ主をプロパ7ノガス集中あまt1J
s館市汀ス5C、45()()kC剖/肝!と総
意義禁緩いたしましだ。

検問い合わせ我孫子刀ス〈株〉

霊長12-4175

歩8華寺 6尽3号包〈主〉午後守書事tJ
をう49毒 〈湯量実費慰霊襲戦〉

争議所 子主主中央コミュニティtさ

..問い合わせ千葉中央法律事務

長野惜0472-25-4567

ゆゆ⑪⑧事
し、結方公務長選法書誌16~長i二議事務 L、 殺を題材とした掌襲 幾石井光韓皆様〈都〕から市水主主議お

ない者。*作お 力ラ 図、y切り;;1;7.芝i己主ス 襲撃!こm.翠蒲 350株の寄臣室ガありま
砂申し込み・問い合わ校 'flω ライド (3白羽以t)白書壊は凶ツ!lJ しだ。

東京都守二代間程火事問ト3'~ 要員絞 り 金鈴木重襲来犠〈我孫子〉ガらギャ

消妨庁人事部人事機器a…会122111 *総め切り 71'ヨ3'，B ッジベットの怒恕ガJDりましだ。

H38 7Fl18BO]O，9F寺三w
b対象 祭偽装ま安芸Wl話語要以上ラ

惨長塁い合わせ・申し込み 童話器警長議 長量。終器量爽綴〈宅宝総〉かそう議祭事審

惨員諸問 ア問28BCニ仁).29B(B) 争時B 紛〈紛〉際3夜中i主 義惨事警1語著書 おおお〈襲警長路線級、

襲警iこ泌総長翠W霊言霊童1:1JDIつましだ。

懇話轟浅草翼手緩〈我孫子〉から社会

議選投機量霊祭器童童基金へと5万円の欝

燃えfJD!つきましだ。
炉室軽食 28B午前Q努iU民会童書 券集会 主主主装宗絞殺守総6ff寺 会主主主主主?のi主義重i立監禁ぷ要議総〉

少星島断

券会媛大人115得手どをS伎lOF弓

多重幸綴;疑事器 小学絞S年生以上で
釜山主主露奪還まFちF当夜主主波数苔主堂書o

b努事義人妻童 約妥当〈級事事援多量支の

者善治{謀総養護〉

炉型ドし込み・持華い合わゼ 筏苦言J¥

ガキで71'司ア臼(!U¥I護費〉さまで!と鐙
入室長正討議て1J (.，…ヅ〈ヰ拐事て~)単

位でま佐織の役所、s;;拐、年齢、電

話告書き昔、性別曜を品目犯し我予見ヨ~1槌4

殺害者数量議長主体機器薬"'<:'

惨88警 71'ヨ1BCB)1Jらa至宝8
種差Eヨ己主語、係費時9草寺30分から111誇
3紛 〈事例2鋭的
惨事事態 508 話器警護幾多重宝石D獲さき

は浴室量〉

1>5霊f吉正3Fl24Eヨ(Eヨ)'1'笥U9H事ガ

モ3濁1t金三子ースコート

炉対象 筋肉校長駐日〉茶話校生以上の

万で初めてでヨケットな謀議る7'50

砂問い合わせ き民的昨日告伊127

砂臼草寺 61'ヨ24EヨくB)午議官1自在者

動砂場所 数手話翼線事態

き険会資 1鈴号待く援護重量、総長語、遺書

JJIJ童書母)iJlc1Jをすれき長淡lOF弓く基菱重量!lj)

妙罪遣い念寺:>t主 主主主義子機淡{慰霊芸会

宮82-3394

砂降隠午後3若者30分からら綴

..語喜男耳・塁塁い主主わt主
〈つくし警宇治ち〉岱81-1湾総

I>B著書 6Fl17BC臼〉だらを務長ヨ緩

BW手芸き8時から10総務てご
砂議所 干主義守羽Z主主義行史書1tをきま疋銭

高言

炉主催 溜~t.t宣言警年自2

子i'W題提意気て?力ツコウ授とドi息，1之ズ

オヨシキソミバミス三;0、枚、ジ力、

キジ塁手ど築後約若君主安之言。

竺F露"8総30分奇襲諸謀議長さ再燃
くEヨ家湾E巨毛主d:ll寄せ50百万I<I:~司祭り

させてくえささい。約絞りぴるヱヲl立

200fIlの重亀裂議後ヨラ蓄積いしをま9)

炉問い合わ世 主主総与野総書を守る

会長毘巻世82→2288選語審議官82-2783

炉内容態康総立製〈襲警iこげての

砂塁塁似合ね曾

生活察会E霊喜重量産i係H0472徐々 292

i瓢蔵翻鞭離職万嗣
車重用促進事業主D- ド"'~若主義停需要事

センターでは次のとおり務総し℃

います〈定員lこなりしだい約めo
ります〉。

加講習名 テクニヌコルイラストレ

ーション主主級基寝室、震霊撃事総之よる

機騒設霊t三システふ〈喜茎密室〉、プレコミ

打後き建立さ定義務霊童ほか。

健康管簿U3~襲鰯Wl認灯、襲撃話実像 診実慰 霊華料かをう事政符

OOo主食重量、喜重軽震総淡く手軽装畿電撃のみ...密告し込み・軽毒い会わぜ 然災絞

砂BO喜 6王寺24をヨ(8)劣後?毒事

砂塁塁完青 空議誌をヨF告主義センター

砂'"し込み‘罪悪い重きわを空 コヰーブ

書芸書害発センター苦悩34~234622

語量産量骨骨
ン/門スの会事務総燃給制号 |議題50湾年のご夫婦は護蕗刷
新語滋~~瑳金融大学議題 i 察では鯖の臼の行撃のひとつ

砂テーマ 0さji.j電沼の滅状!とつい

て(11) 手関沼士i朝日9:1'憩!と関守

る161lln映i!iiのよ映
砂講師手費総土地日¥U'<!1ll:

遂事長長襲撃事じ昔話氏

易自湾 6賂17B(8)三子主義記録

砂場所中建公傘雲設

惨連絡先議後念総ぞ576

安本昔話8-2244

券テーマ 必ずよいミ子ガ警警つ

j読めおしかり7'5

ゐ包善幸 6月25臼〈月〉守二自U10燃えT

5正午 〈入場熊軍司〉

妙場所 干右往ウインク童韓宝議所

砂誘倒 抱家庭教官響研究会

相沢E担孝子

として、結矯5口周年を迎え7:"*.語講
管祝福する定め、d8懇簡としてをち

紙を熔塁します。

滋当する万i革、 6伶23B(二土

でに怒1'lt喜望ま疋はi車区のE認さ主祭襲警
に燃し出てくださし¥0

b宣言語長夫察 室主幸09<手9Fl18tJ
~襲警初10苦手8湾出8繁でiこま毒議委し、

夫織とも畿をで¥F程内1こ売室主主レて

いるあ。

1>罪悪い会わせ 市遺言止言葉

[麓馬探換!こ加入をi
産室悶保持聖書予j震は、雇用保険法lと

もとづいて労働者ガ失業した場合

の織機奇行うほガ、失業の予続、

機関嫁霊撃の改善事、労際空警の島~1J0)

持議事苦匂上、労室3署警の福廷のI塁王室経

1>問い合わt主 家縫議事毒E算要宅て1Jし 底意るごみを呂的とし、労苦望者守人

ブ芯でしこ会津聖多数官8S-Dl54 でそら滋手号する事業主1立、必ずZ知人

生 jJI教湾語通
"8稜テーマ 61'弓18Eヨ{冷〉人
罪霊iz主主室主主して空をきられる丈さろう主

u弓16Eヨ〈湾〉重量o毒事さを苦言えてみ
よう。

1>害事掲 午前10弱から守後3時事
象砂場所 iU民会館第4.5主主主義望書

惨参加費 1回日∞fIl

惨筒い合わt主 (!!1)野村会長涯害虫関

t?ニヲー我孫子クループwa世82
…呂663柳沢官加 '14']7

しなければなり表せんG

砂罪悪い会事:>1主 松戸公英護霊祭まZA

僚議選手話委員後遺筆弱震H0473G26100 

iまぜ詑コーナーi
子信1支持再ひど-1こ展示してい務更す。

砂織Eヨ{流獄)7Fヨ2白から7Eヨ
(喜譲住派〉磁ffi花溺、 9臼から14
8 (節減〉小林理重量、 16包から21

Eヨ(5流〉殺凶主主宣言
ア問22臼から9Fl1臼ぎでは、
絞殺のどめt牢みます。(路事差是〉

知ぞうtさします。

@6F.l18B(月〉から20日(水)f日
正史iご対するー殻質問

。日用21臼(木〉総務金正面然僚懇
総合、社会簿生常任委員会

@6F晋22B(金〉文教徳社手話係祭

総会、廃業土木主吉区委員会

@6得25B(月〉委員委毅告、議書!
潟、終夜、望書会 ; 

"!!lI~\8むな議会事務態 ; 

要量警護司F翼買おJIIJ:罪叔主震から緑の基金

ヘチャリティ…茶会の収益金甘)万

fIlOり襲警{甘tJありましだ。

金大臣事総務機(台自〕から福訟の

正支め!こと10方的望書防庁ありきしだ。

金級車場機入会代表斉木儀〈子告を主〕

かをう綴干!tWJ:さめ12:と11ヨF弓の寄匁

1:1ありきまし去さο

議事発事最多ロータリークラブ緩から

チャツティ…ニ11し:三大会Wl絞益金

?紛子5fIlCちそうかそ予をつなぐ華莞の会
へ事OBi=号、審議の議会へ40万円の塁審
俗文アおりさました。
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